
新潟県東蒲原郡西川鉱山黒鉱鉱床調査報告（東郷文雄・郷原範造）

斑糖岩上を流れる部分で，河幅最も狭く，・砂礫の堆積

もほとんどみられず，岩石も極めて堅硬である，その上

流部には第三紀流紋岩類がシ下流部には古生厨が分布

し，地質は複難であり，また断暦に富む点が注意され

る。予定地点の斑礪岩体には東西性の小断厨（幅10cm

以下の破砕帯を伴5）も多数存し，岩体内部は蛇紋岩化

する等の工事施舎上の難点が認められる。これらは嵐・ず

れも克服しうるものであろうが，詳細な調査と綿察な雨

策が望ましい。斑糖岩体の東繰にはN30。Eの方向に擾

乱帯があり，流紋岩岩脈を伴い，斑礪岩と無変質粘板岩

と直接させている。他の地点では，斑纏岩は古生暦に接1

触変質を与えて，両者の境は定かでなく，ほとんど漸移す

る状況を呈することのある点からみて，この擾乱帯は断

暦と考えてよいようである。これは西岸の海抜約700m

附近を通り，ダムの高さを決定する1因子となると考え

る。この断暦の北方延長は明らかでなく，袖沢における

地暦の状況をみると，走向を急激に北東に変じている可1

能性が考えられるo

　なお，現在の予定地点より下流の西岸には，蛇紋岩地

帯に生じた崩壊の跡があり，現在一応安定しているよう

であるが，この上に大規膜な工事を施行することは避く

べきである。

　4．4前沢第2ダムサイト

斑糊岩の影響により著しく堅硬となつた凝友質粘板岩

よりなり，節理も荒＜，ダムサイトとして好適の地質と

考えられる。

4．5前沢第1ダムサイト

凝友質粘板岩よりなる地帯にあり，地厨の走向はEW

ないしNWW－SEEで，南方に300～40Qの傾斜を示、
す。この傾斜の方向は川の溌れとまつたく逆であつて，

漏水ないし災害を起す心配湖軽減されている。岩石はや

や軟弱ではあるが，第三紀暦に比べれぼもちろん硬く，

他と異つて擾乱を全然受けていない。ここもダム，サィト

として有望と考えられる。

4．6　田子倉ダムサイト

流紋岩熔岩の厚く累重した部分であつて，全体として

変質作用にょり1塊となつており有望な地点である。た

だダ、ムサイト北部に川と平行して変朽安山岩脈が粘土を

伴い存在し，この処置を必要とするほか，川と直角にき

れつがあり，また川底には多量の砂礫が堆積しているこ

とが工事を困難にすると考えられる。

　当地域の総合開発の1つとして地下資源が考えられる

が，現在では小規模な鉱脈が存するのみで，あまり大き

な期待はできぬと考えられる。．

　　　　　　　　　　（昭和26年8月調査）
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新潟県東蒲原郡西川鉱山

黒鉱鉱．床調査報告

東　郷　掌　雄汽郷　原　範　造黄

　　　　　　　R6sum6
　0n　the　K皿okδDepgsit　in　Nishikawa

　　　Mline，Niiga訟prefect皿e

　　　　　　　　by
　　Fumio　T696＆Norizo　Gδhara

　The　KurokδDeposit　in：Nishikawa　Mine

has　been　found　in　the　argillize（i　zone　bet』「

ween　perlite　and　acidic　tuff．

　The　argillized　zone　developes　in　large
レ
s
c ale，and　zincblendeαnd　galena　impreg－

natesinthisclay．

　This　impregnatedβi血℃ore　often　contains

菅鑛床部

more　than　Zn4％』

　The　Kurokδis　found　now　in　the　high

gradezoneofzincblendeabovementioned，
but　each　body　in　the　zone　is　rather　sma11．

　　　　　1．緒　　　言
西川鉱山は新潟県下において黒鉱式鉱床として稼行さ

れている唯一の鉱山であつて，粘土鉱およびその中に賦

存している黒鉱を，露天掘によつて稼行している。

昭和26年11月中旬より約半月に亘つて鉱床賦存地域

の精査，およびその周辺地域の概査を行つた。

鉱床賦存地域はすべて粘土化作用を蒙つているため，P

ほとんど李坦な地形を示していて，，露出状況極めて悪

く，地質調査は採掘現場および試すいあるいは堅坑掘難
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による試料を基礎にして実施した。

　　　　　2．位置および交通
位置：新潟県東蒲原郡西川村字神谷

交通：鉱床は磐越線津川駅の南方約14kmの室谷川と

広谷川との合流点の南方で，これら両川に挾まれた地域

に位置している。津川駅より西川鉱山貯鉱所に至る約

16kmり聞はへ道路良好で途中坂道は少なく車馬の蓮．

行自由であるが，・これより採掘現場までの約550mの間

は徒歩にょる億かはない。．

津川駅より館山事務所所在地の八甲蟹部落までの1昇

kmの聞は”バス”が1日芦往御蓮行している（5万分

の1津川参照）。

　　　　　3．沿　　　革
本鉱山は130年餉に金・銀および銅鉱として採掘さ

れたと博えられ，明治21年にほ白岩鉱山と称して北方

射
十十

→『4、十

　十
　十

　十
十

の白岩において，金・銀・錯鉱を採掘したことがあり，

明治42年には芳小屋鉱山と紘し金・銀・銅鉱を目的と

して試掘したが忽ち中止，さらに大正4年飯田虎太郎氏

西川鉱山と改め亜錯および銅を操掘した。その後幾多の

手を経て昭和24年，現鉱業権者が日興産金合資会杜を

設立開発し，現在に至る。

鉱業権者　日興産金合資会魅　浅妻惣卒　，

　　　　東京都中央区木挽町5の4、

鉱区番号　新潟県採登455号

鉱種名金・銀・銅・錯・亜錯・硫化鉄鉱

　　『4．鉱床賦存地域およびその周辺

　　　　の地質
本鉱山周辺で室谷川の北西方挙は，古生暦およ，びこれ

を貫く黒雲母角閃花闘岩が広い地域に亘つて分布してお

切古生暦中の石友岩あるいは石友質粘板岩はこの花嵐

　＼　棚　娩健取鉱山

　　　鍵’・「Q　、
「呑r．、・・、

　　　’　㎞　　’　　　・塵谷
　　　　　　　　　　　　　x
㌃　　　・　　　　　　　　　　C

第1図　　西川鉱江i附i近地質図および鉱山『分布図
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第1表西川鉱山周辺鉱床概略』

P
簾
山劃

位 置一

広谷

旗掲

美門

蕎麦谷

高出

神光

鍵取

大方

交 通

新潟県東蒲原郡西川村蝉i往時開発当時新設した自

部落の南方約5km，西 動車道路あつて至便，津
川鉱山より6km。　　　川より19K：m。

蝉部落の南西方1km，
広谷川北岸西川村と東川
村に跨る西川鉱山より
4．5km。

広谷川に澹う道路までは

広谷鉱山への澹道のた
，め，自動車も通り至便で
あるが山元迄はヰ喬梁なく

搬出路なく不便。、

広谷川に澹5西川村蝉部i

落南東方2km蕎麦谷上
灘側にあり，標高400m
の位置にある。

山元から鉱石輸邊は蕎麦
、谷を径て楢山に出すが山

嶽重畳し不便である。索
道を用いれぼとの限りで
1ない。

地質および鉱床 鉱石

第三紀暦の泥岩・凝荻質頁岩・友線色凝友岩の結晶粘度の
互暦とこれらを貫く石英粗面岩・変朽安山岩等F小さい黄銅
からなつている。凝友岩は砥石に用いられ変朽鉱・黄鉄鉱
安山岩は黄鉄鉱変朽安山岩の類である。鉱床は少量のZn
珪化せる石英粗面岩中に胚胎する浅熱水性裂罐鉱を伴づ。
、充填鉱脈で約3條からなる一般走行N300W，・
傾斜NE7000

第三紀暦の線色凝荻岩，変質粘土・凝荻質頁岩・
および泥岩からなり，鉱床は黒鉱式浅熱水成鉱
脈と考えられるが詳細は不明，北海道国富鉱山
、と類似のものと考える。

第三紀暦の緑色凝次岩・泥岩互暦からなり，鉱床、

は緑色凝荻岩中に限られる浅熱水性鉱脈で2本、
の平行脈力｛認められる。この脈は母岩のstrikel

と一致するstrikeを持つ。strike　N40QW，i
Dip　NE　loo～500

現況その．他（澹革）

現在休山，明治中期頃土地の人伊藤某
が発見，末期頃日鉱亡れを再開し採掘
および精錬を行つた。精錬所を広谷川
’と室谷川合流点南方白岩に新設する等
して一時相当な経営を行つている。

酸化マンガド

ン鉱少量の
薔薇輝石・

菱マンガン

鉱を伴5。

現在休山，津川の人渡辺徳太郎氏が発
、見，大正中期探掘した由であるが，今
は坑口も埋没，詳紬は知り得ず。約40
、～50％のマンガン鉱を採掘した由であ
る。

旗掲鉱山と　現在休山，約20年前新潟市の某が発
同様。　　見，蝉部落渡辺千春氏宅に事務所を設
　　　…け』相当量採掘したといわれ，るo

室谷川流域楢山より南東1蕎麦谷中流と難も谷深く　石英粗面岩およぴ凝荻岩からなる。石英粗面岩1黄銅鉱・黄

方に分岐する蕎麦谷の上i急崖多く未開発地で，道1は鉱床の母岩をなす。鉱床は浅熱水性裂罐充填鉄鉱・少量・
流美門鉱山北西方1km。…路・橋梁なく位置交通に鉱脈でN300W　strikeの2條からなる。露頭の閃亜錯鉱
　　　　　　　恵まれず。　　　　　　での鑓幅20cm程度。　　　　　　　　　　　、および方解、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　石脈を伴5。i
西川村八田蟹北方1km，
高出部落より北西方1．5
km，標高300mの位置に
ある。

1山元から高出迄は少少不

便であるが，高出から津
川その他の輸邊要所迄は
至便である。

東蒲原郡西川村と揚川村
に．跨り鍋倉山に連る大峰

山の南方1km，標高600、
mに位置するもので，西
川鉱山西西北方3km。

鍋倉山の南麓標高約600
mに位し急崖な谷川の側
面，西川鉱山北東方5km。

西川村室谷部落北部500
m，標高300mの位置に
ある。

山嶽重畳ではあるが南東
1音β楢山まで二昔より馬車道

あり，’楢山力・ら津川まで

（14k血）は自動車便あり6

津川駅より鍵取まで自動
車便，しかし鍵取より山
元葎では道路悪く不便。

室谷街道より西部に100
m程入混んだ所で至便な
所である。

第三紀居の擬友岩・凝次質頁岩・泥岩およびこれ’黄銅鉱・黄

らに1來まれる真珠岩と，ごれらを貫く酸性火成鉄鉱。
岩類（流紋岩・リソイダイト・石英粗面岩）からな

、る。鉱床は浅熱水性鉱床で火成岩中に限られる。

古生暦の粘板岩・砂岩および石友岩の互暦とと
れを貫く花嵐岩よりなり，その南部には第三紀
暦がこれらを覆つている・鉱床は花嵩岩に近い
石友岩中の接触鉱床で1部脈状をなすが，多く
は断続するレンズ鉱床からなる。

黄銅鉱・方・

錯鉱・閃亜
錯鉱・黄鉄
鉱・磁鉄鉱・

白鉄鉱。

現在休山，昭和18年津川の人佐伯治
作氏が試掘を行つてみたが，種々の條
件に恵れず1年を経ずして中止した。

現在休山，浩革については不詳。

現在，昔時採掘せる「ズリ」中の銅鉱
を出稼中，明治初期以前から錯・亜鎧
時には銅鉱山として探掘，試掘された
が，品位量の問題から大きくならずし
1て今日に至つている。

古生暦およびこれを貫く花闘岩からなる。鉱床i輝水鋸鉱・
は花嵩岩中に発達するMo一石英脈で巾約1mる、

古生暦の粘板岩砂岩およぴ石荻岩が花嵩岩類に
貫かれる一般走向N20～30。W，傾斜60。NE。鉱・
床はこの暦面に発達し，花嵐岩との接触部と胚
胎する接触鉱床である。

、現在休山，昭和10年鍵取の人渡辺止藏
．氏発見一時本格的試掘に当つたが年を
経ずして休止せり。

1閃亜鋸鉱・

方錯鉱・黄1
銅鉱・黄鉄、』

鉱・磁鉄鉱。

不詳。
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　　岩の逆入を受けて，その接触部附近にはしぼしぼ鉄鉱あ

㌧　　るいは銅鉱・錯・亜鋸鉱等の接触鉱床を胚胎している。

　　　室谷川に浩つた地域より南には以上の岩類を基盤とし1

　　て，第三紀中新世に属する酸性角礫凝友岩および凝荻岩

　　め厚い堆積物があり，その上部は凝次質砂岩および泥岩

　　暦の堆i積物となつているo

　　　鉱床賦存地南には上記酸性凝友岩を貫いて石英粗面岩

　　の噴出参あり・峻険な山岳を形成している・

　　これら周辺地域の凝友岩あるいは石英粗面岩中にけ，金

　　・銀g銅・錆・亜錯鉱を伴なつた石英脈が発達してお

　　り，また蝉部落等で見られるよ5に1部には，銅・錯・

　　亜錯鉱にマンガン鉱物を伴つた鉱床が賦存している（第

　　1図第1表参照）。

　　　鉱床賦存地の下部は角礫凝次岩からなり，その上部は

　　細粒の凝次岩が広い地域に亘つて分布している。。そして

　　北東縁の最上部は，友色凝友質砂岩および黒褐色細粒泥

　　岩の累暦に覆われている。

　　　凝友岩中には同時噴出し，かつ互に移化する真珠岩お

　　よぴ破璃質流紋岩が岩床状に大規模に進入し，鉱山西南

　　部では広範囲に分布していう。真珠岩は泥岩中にも小さ

Nq8C大野地堅ザ⇔
∠5

50　・

／3．
〃．0

／乱5

2‘22

、なレンズ状をなしており，当地域堆檀暦中最も新しい泥

岩後のものであることを示している。

　　　　　　　　5．鉱　　　　床

　鉱床健八田蟹南方広谷川の西方芳小屋沢の第1露頭お

よび，第2露頭，さらにこの北方広谷川西斜面の白岩鉱

床が主なものである。このほか芳小屋沢西北方板沢の上

流に＝も往時稼行されたとい5鉱床が矢口られている。

　これらの鉱床は総て真珠岩および酸性凝友岩が，鉱化

作用に伴つて珪化および粘土化された地域に限られ，特

κ目下稼行されている亜錯および錯鉱床は粘土帯中に限

られている。

　芳小屋沢では下部の酸性凝友岩は暦理不鮮明ではある

が，4まぼN700～80。Wの走向で北に緩傾斜し，そり上

に真珠岩，1部凝友岩が覆つている。この芳小屋沢は，

内部に拡つた丘陵状の盆地様地形を呈しているが，周壁

はほとんど上記の真珠岩で構成されている。このこと

は，恐らく凝友岩と真珠岩との境界に澹つて，珪化・

精土化が行はれ，鉱床はその粘土帯の1部に生成したも

のであらづ。盆地の内部およびさらに下部では粘土化が

著しいが，周辺部真珠岩あるいは凝友岩の1部では珪化『

　　　　　　一NOl6言式錐柱状図
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が著しい。

　珪化には芳小屋沢南縁および西南縁に見られるよ5な

殻状に大小の室隙を作つて，真珠岩あるいは流紋岩が珪

化される場合と，北部周縁に発達しているような擬友質

岩が珪化される場合があり，連続して珪化帯をなしてい

る。凝友岩が珪化される場合はなお居理は保有されてい

ることが多く，比較的粗懸脆弱な岩質となつている。

　5．1　珪化帯と鉱床との関係

　珪化帯は既述の如く鉱床賦存粘土帯の周縁真珠岩との

聞に連続して分布するが，鉱床とも重要な成因的関係を

有している。すなわち，西南部の珪化帯には錯・亜錯の

鉱染するものが見られ，事実大野地の堅坑を堀難した際

にも，大小の団鉱が存在したごとが示されている。北部

の珪化帯では，錯・亜錯の含有は稀であるが，しぼしぱ

転石として深紅色を呈した微細な鉄質物が鉱染すること

がある以上珪化作用は黒鉱式鉱床における第1期の鉱化一

作用であつて，次の粘土化作用，黒鉱・黄鉱化作用の先

駆として作用し，珪酸とともに多少の黄鉄鉱・亜錯・鎧

鉱を沈澱して，・鉱床周縁部を構成したものと考えられる『

のである。

　5．2粘土帯と鉱床との関係

珪化帯の内側をなしている盆地の地域は，総て真珠岩お

27



地質調査所月報（第4巻第1号）

よび酸性凝荻岩の粘土化作用によつて，生成された敷種

の粘土から構成されているが，どの粘土帯は酸性凝友岩

および真珠岩の原岩層理に，，ほぼ一致した配列を示して

いるように思われる。すなわち粘土帯の最外縁すなわち

最止部には，可塑性に富み白色均質微粒粘土からなる珪

質粘土が発達しており‘，本粘土帯は表土直下で不規則な

厚さを持ち，薄い所で1～2卑，普通数mの厚さを持つ

ているo

　珪質粘土の内側すなわち下部には，鉱床を胚胎する粘

土帯が分布しており，これも凝友岩の暦理にほぼ平行に

分布しているよ5である。青友色を呈して上記珪質粘土

と明瞭な境界を示し》また両者の聞には線色粘土が介在『

している所もあるo

　青色粘土は普辺的に閃亜錯鉱う方錯鉱・黄鉄鉱およぴ

黄銅鉱等の微晶を含んでいるが，局部的には大小の黒鉱

塊を伴ケこともある。往時の記録による』と金銀鉱脈，あ

るいは銅鉱脈がこの粘土帯中に胚胎していたといわれる

が，調査当時はこれを見なかつた。

　5．3　鉱床の分布および形状　，

　前述したよ5に粘土化作用は，真珠岩および凝友岩の

成暦面に沼つてほぼ暦状をなして行われたものの如く，

従つて各種の粘土およびこの中に賦存してy・る鉱床も，』

ほぼ暦状の配列を示している。しかも鉱床を賦存してい

る粘土帯は，いくうかの頂部をもつた緩優な凹凸のある

板状に近い形態を持つているものと考えられ，現在稼行二
一
さ
れ ている第2露頭の採掘現場，および今までに行われ

た試すい・堅坑による柱状断面図（第2図）を綜合して

見ると，芳小屋沢では，表土の下部に白色粘土（恐らく

膠質珪酸）が数mり厚さを以℃水平に発達し，その下部

に局部的薄暦の隷色粘土，さらにその下部が亜錯・錯鉱

，等鷺伴つた青色粘土帯となつている。

、孫馨誓璽韓勘

　　　　　第4図　露頭探掘現場膜式断面スケツチ
　　　a：表　土’d3珪質粘土　c：緑色粘至　α：青色粘土

青色粘土帯の発蓬は局部的に厚さを異にし，上限が不

規則であると同時に，その下限も100m前後を経て珪化

帯に移化している。水平的な分布範囲はNE～WS方位

に約800mの延長を持ち．巾最大200mを示し，ほぼ楕

円形1状の広がりを持つているよ．5であるoオヒ東縁では，比

較的浅く，南西縁では深くなる傾向がある。以上のこと

は白岩地域矯も，あるヤ・は他の地域においても類似の状

況だと考えられるが，これらの地域では詳細不明であ

る0

　　　　　　6．鉱床各論
　6。1　芳小屋沢第1露頭

　芳小屋沢の漢流に沿い，真珠岩の燧石様珪化帯の南側

・に，長さ約100m，巾約10mで露出し，往時は銅鉱を目　

的として稼行された鉱床であつて，．その当時は3本の銅・

鉛・亜錯鉱の細脈が粘土中に賦存していたといわれてい

るo

　現在坑道は崩壊し，内部あ状況は不明であるが，北方

の珪化帯に接して膠状珪酸質の白色粘土が広く地表に沼

うて分布し，1部往時の探掘現場附近には亜錯・鋸鉱を

含有する青色粘土炉露出していて，周縁部で行つた試す

い結果によれぼ，約60mの深さまではいまだに含鉱青

色粘土であつた。』

　青色粘土露頭部では天水で洗われ，粘土部分Lが坂除かF

れ，閃亜錯鉱・方錯鉱等の粒状結晶が相当量見られ，時　，

折黒鉱の小塊がある5過去にも約30tからの1鉱塊が採

掘されたことがあることからしても，将来なお有望であ

ろ5。

　6．2　芳小屋沢第2露頭

　本露頭は現在露天掘によつて採掘中のもので，第1露

頭の南西約180m附近に位する。青色粘土の露頭は，豪

さ約50m，巾約30血の範囲に見られるが，実際の分布・

範囲は既述の如く，白色粘土のFに相当広範な分布を示
’
し ているものと思われる。

　6．3白岩地域

　第1露頭の北方約500m，真球岩を境として労布して

いる，芳小屋沢と同様白色粘土の下部に分布する青色含

鉱粘土で，閃亜錯鉱・方錯鉱が認められる。調査当時は

露頭部および坑道等崩壊していたため青色粘土等の分布’

　　　状況の詳細は不明であるが，従来め資料あるい

　　　は周囲の地質状況から綜合すると，芳刀、屋沢に
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・比して小規模のものと考える。

　6沼　芳小屋沢北西方板沢

　本鉱床は真球岩をド盤とし，酸性凝友岩を上

盤とし，両者の境界附近が粘土化作用を蒙り，

白色粘土，1部に青色粘土を生成し，この中に

他の地域におけるものと同様，亜錯・鉛鉱等を

、伴つたものである。その規模は前3者に比してさらに小

規模である。

　6。5　板沢鉱床および蝉周辺

　従来の文献によれぱ，芳小屋沢の南方500m附近に板

沢鉱床として”3條の鉱脈あり”と報告されていうが，

散点する黒鉱の小露頭が見られ喬あみで，往時操掘じた

らし添坑内も露頭も扇壊のため到然としない。’

ダ
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　蝉部落周辺にも盆地様の粘土からなる低い地形が見ら

れるが，こζでは含鉱青色粘土は認められない。

　　　　　　7．鉱　　　石、

　本鉱床における鉱石は，真珠岩および酸性凝友岩が粘

土化され，青友～青色を呈した粘土中に賦存し宅いる粉

状鉱で，細粒～微粒の閃亜錯鉱・方錯鉱が最も多く，こ

1れに黄鉄鉱・黄銅鉱石膏・重晶石・蛋白石等を随伴して

いるる

　閃亜鈷鉱は最も多く結晶の大きさは約1～2mmが普

通で，最大4～5mmのものもある。

　次に多いのは方錯鉱であつて，閃亜錯鉱に伴つて普通

1mm以ドの微晶として産出する。

　黄鉄鉱は1mm前後の微晶として閃亜錯鉱・方錯鉱と

共生産出すると同時に乳鉱体周辺の珪化帯，あるいは緑

色粘土中にも分散している。

　重晶石は白色半透明な板状粗晶あるいは細晶として閃

亜錯鉱および方錯鉱に伴つで産出するが，その量め多寡

は地域・深さによつて不規則に変化し，一般に上部に多

く下部に少なくなつている傾向がある。

　7．1　鉱石の品位および成分

　青色粘土帯中における鉱石鉱物の分布状況は，前述の

如く全毅に亘つて鉱染状に賦存しているが，極く小量で

あ切稼行の対象となるものは，、この帯の中で，暦状あ

るいはレンズ状をなす2，3暦の膿縮した部分である。

　現在の採掘地並以上では，この厚さは常に膨縮する

が，一般に数10cmから3ん4mで、あるo

　との濃縮している部分では5～10％の閃亜錯鉱と，．

2～3％の方錯鉱が含まれている・黄鉄鉱は含有隼軽的

少なく肉眼ではほとんど識別されないが，選鉱精鉱にお

いては閃亜錯鉱・方錯鉱・重晶石に次いで多い鉱物であ

る。銅鉱は粘土中には肉眼では全く認められないが，選

鉱・精鉱中には平均，銅約0．7％含まれている。これは恐

らく酸化銅の形で粘土中に含まれているものと考える。

青色粘土中に存在する黒鉱は，緻密堅硬な駒黒色の鉱塊

で数kgのものから数10tのものまで産出するが，これ

が青色粘土中，いかなる場厨に特に賦存するかは一定し

ない。

　　　　　　8．現　　　況P
　調査当時は第2露頭のみ露天掘によつて稼行せられ，

第1露頭・白岩鉱および板沢露頭は往時採掘あるいは探

鉱されたが，現在では埋没崩壊されたままになつてい

るo、

　第2露頭の採掘現場は約3mの水準差をもつた3本の

地並より採掘が進められていて，最上地並では主ξして

表土および白色粘土の除去めために使用され，粘土鉱お

よ
、
び黒鉱の1採掘は，最ド部の第3地並が使用されてい

る。

鉱石は現在，平均Zn4％の粘土鉱と，高品位の塊鉱

が対象に探掘され，粘土鉱は選鉱場に運ぼれ擁絆機で水

洗処理されている。さらに水槽中の浮游物は猫流し式木

鑓中に放出され，微少な亜錯・鉛等の鉱物も選別されて

いる。この水洗された精鉱は，Zn約28％，Pd約10％

の品位をもつているo

　これによつて得られる精鉱ほ調査当時月産15kg程度

であつた。試すいは昭和24年以来6ヵ所行われたが，

内3ヵ所は失敗のため結果は到然としないが，他の3カ

所の結果は柱状図に示す通りである。

　　　　　9．総括および意見

　1　西川鉱山の鉱床は北東方向に緩傾斜している酸性

凝友岩と，その暦理に平行に岩床をなして注入した真珠
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド
岩およぴ破璃質流紋岩との境界に澹つて，鉱化作用が行

われてでき’た黒鉱式鉱床である。

　2　母岩は珪化作用駒よび粘土化作用を蒙り，珪化作、

用は主として周辺部に，粘土化作用は中央部に限られて

いて，それぞれ珪化帯・粘土帯を構成している。

　3　珪化帯中にも亜錯・錯鉱等が鉱染しているが稼行

にたえるものはな夷・・粘土帯には多量に鉱染していて，

特に局部では閃亜錯鉱に富んだ高品位帯も作つて小る。

鉱床は芳小屋沢・白岩および板沢に賦存するが芳小屋沢

が最大である。

　4　芳小屋沢の鉱床は第1・第2が含まれて，沢に平

行に延びた楕円体状をなしているが，西方では特に厚く

なつて地表より100m以上の深さを持つている。

　5　亜錯・錯鉱等が鉱染している粘土は，青次色を呈

しており，この中には1～5mmの閃亜錯鉱およびこれ

よりやや小さい方錯鉱・黄鉄鉱が随伴するほか，多量の

重晶石および少量の方解石を伴つている。　’

　6　芳小屋沢第2露頭現場での，この青友色粘土中の

亜錯の品位は平均4％内外であつて，局部的には10％

以上の亜錯をもつた暦状富鉱部がある。すなわちごの部

分は黒鉱であつて普通数10kg，稀に数10tにおよぶ鉱

塊である。

　7　目ド稼行の対象となる粘土鉱は，Zn4％以上で

あつて，とれを露天によ0つて探掘し水選している。

　8　今後さらに堅坑および試すいを行づことによつて，

青友色粘土幣の分布範囲を確めるとともに，黒鉱の探査

に努むべきである。

　　　　　　　　　　　（昭和26年11月調査）
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